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学位論文題名

北海道産小哺乳類より検出された

  条虫に関する分類学的考察

    学 位 論 文 内 容 の 要 旨

  1．北海道産小哺乳類の条虫類の感染状況とその生物学的特徴につ
いて調べる目的で、野外疫学調査を実施Iし、それらの条虫にっいて分

類学的考察を行なった。  ．

  （1）道内8地域の齧歯類7種（エゾヤチネズミ、ミカドネズミ、ヒメ

ネズミ、カラフトアカネズミ、エゾアカネズミ、ドブネズミ、ハツカ

ネズミ）．食虫類2種（エゾトガリネズミ、オオアシトガリネズミ）、

計1，251頭を捕獲し、肝臓寄生性条虫にっいて調査を行なった。

FJchiriococcus  mul tilocularis幼虫、エaenia _taeniaeformis幼虫、

Taenia mllstelae幼虫、不明cys ticercus型幼虫、Cl ado taenia

sp．No．1幼虫、Cーladotaenia sp．No．2幼虫、およびParuterina

sp．幼虫の計7種が検出された。エゾヤチネズミ・ヒメネズミから検

出されナこ工．mustelae幼虫と、ヒメネズミ．から検出された

Paruterina sp．幼虫tま日本で初めての報告である。Cladotaenia sp・
No．1tまQ．globi fera、Cladotaenia sp．No．2はQ．circi、

Paruterina sp．tま£．oi tanaに該当すると考えられたが、種の同定

に は 至 ら な か っ た 。 ド ブ ネ ズ ミ か ら 日 本 で 第 2例 目 の 旦 ．

mul tilocularis幼虫感染が発見された。虻田で捕獲されたエゾヤテ

ネズミ・エゾアカネズミから分離された工．    taeniaef ormis幼虫tま、

他地域の幼虫と異なる形態の小鉤を有していた。ミカドネズミ、カラ

フトアカネズミ、ハツカネズミ、およぴ食虫類からは条虫倣検出され

なかった。

  （2）道内6地域において捕獲した齧歯類6種（エゾヤチネズミ、ミカ
ドネズミ、ヒメネズミ、カラフトアカネズミ．、エゾアカネズミ、ドブ

ネズミ）、計624頭にっいて消化管寄生性条虫を調査した。Andrya

apodemi．、Paranoplocephala sp．、  Anoplocephaloides dentatoides.
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Anoplocephaloides baeriヽ   Anoplocephaloides sp．、Raillietina

coreensis、Cーatenotaenia sp．、Hymenolepis diminuta. Vampiro―

Lepis nana、VampirolQpis sp．およびDilepididae gen．sp・

の計11種が検出された。ヒメネズミから発見された△．apodemiはア

ジアのネズミ亜科の齧歯類から初めて発見された新種である。ヒメネ

ズミ、エゾアカネズミから検出された旦．coreensistよ日本で初めて
の報告である。これら消化管寄生性条虫と旦．mul tilocularisの同

時寄生1よ認められナょかった。

  2．肝臓寄生性条虫の生物学的特徴を調べるため、以下の実験およ

び検討を行なっ′こ。

  （1）小清水のイイズナの小腸から検出したT．mus telaeの形態学

的記載から、北海道にこの条虫が分布することを確認した。さらに中
間宿主および終宿主での発育にっいて調ベナこ。エゾヤチネズミ（2` 6

ケ月齢）およびマウス（成：12週齢、若：4週齢）へ虫卵500個ま′こは

100個の経口感染を行なった。エゾヤチネズミでは全例の肝臓に幼虫
を合むシストが認．められ、25日目に成熟cys ticercus型幼虫が回収

された。エゾヤチネズミでtま、幼虫tま薄い結合織性被膜（20-180Um）

に囲まれており、宿主の組織反応tま弱かった。若マウスでは少数，のシ
ストのみ回収された。内部の幼虫の発育も遅く、90日目で成熟幼虫が

回収された。周囲の被膜は最大で厚さ900Umに達しナこ。成マウスでtよ、

肝臓に死亡あるいtま石灰化しナこ虫体を認めナこのみであった。エゾヤチ
ネズミ肝臓から得られた幼虫を、ミンク5頭に経□感染してその発育

を調べた。全頭に感染が成立し、最も早いもので感染後16日目に虫卵

を含む片節を排出し、18日目1こtよ仝てのミンクで虫卵を確認し′こ。こ
の虫卵をエゾヤチネズミに経口投与したところ感染が成立し、感染性

があることが確かめられた。ほとんどの成虫の頭節tよ小腸中部に付着

していた。感染後日数による虫体長、寄生部位の違いは認められなか

っナこ。
  （2）ブチル臭化ブレドニゾCIン（PTBA）処置ゴールデンハムスター

およびスナネズミtこT．mus telae幼虫およびCladotaenia sp．No．1

幼虫を経口投与し、成虫の回収を試みた。I．mus telae幼虫を投与し
たゴールデンハムスターおよびスナネズミから3日目に頭節の翻転し

た幼虫が回収され、体表に片節形成が認められ′こが、5日目以降tま回

収されなかった。Cladotaenia sp．No．1幼虫を投与したスナネズミ



からtよ 24日目にtよ虫体は回収されなかった。
  （3）E・miil ti locularisド．ブネズミ分離株の形態と中間宿主への感

染性を調べた。この分離株と、従来の幸艮告の計測値の問に差異は-忍め

られなかった。虫卵300個をラット（9ケ月齢）、マウス（6週齢）およ

びェゾヤチネズミ（4.5ケ月齢）に経口投与してその感染性を比較し
た。エゾヤチネズミでは全例の肝臓から多数の原頭節を保有した多包

化病巣を認めた。マウスでtま6頭中4頭の肝臓に小嚢胞状の白色病巣を

少数認め、小褒胞内には薄い胚層とクチクラ層を認めたが、原頭節形
成tよ認められなかった。ラットでtよ全例に肉H艮的病変を認めなかった。

ドブネズミ分純株はェゾヤチネズミに感染性を示し、ラ｀ントには感染

成立しないことが示されたが、ラットの齢抵抗性によるという可能性
も考えられた。
  （4）虻円のエゾヤチネズミ、札幌のドブネズミ、およびマレーシア

のドブネズミから分離されたT．taeniaeformisの3分離株（ACR株、
SRN株およびKRN株）にっいて、各種齧歯類への虫卵の感染性、および

成虫・幼虫の形態を比較した。エゾヤチネズミにはSRN株．KRN株は虫
卵感染が成立しなかったが、ACR株の感染を認め、ラット、マウスで

tま反対の結果が得られた。SRN株・KRN株のシスト数は、マウスよりも
ラットで多かった。エゾアカネズミにはACR株とSRN株、ヒメネズミに

は3株すべての感染が認められたが、これらのネズミでの虫体の成長
は遅れていた。スナネズミでtまどの株も感染不成立であった。以上の
ことからACR株tよエゾヤチネズミ、SRN株・KRN株はラットを好適中間

宿主とすると考えられた。3株の成虫およぴ幼虫の測定値は、これま
での王．taeniaeformisの形態に関する報告の範開内にあった。しか

しACR株と、SRN株・KRN株の問に、小鉤の全長と形、精巣の数と分布、
および陰茎嚢の後端の位置に差異が認められた。以上の形態および感

染性の差異から、ACR株はT．taeniaeformisの亜種あるいtま別種の
可能性があると考察された。
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学 位 論 文 題 名

北海道産小哺乳類より検出された

条虫に関する分類学的考察

  人獣共通寄生虫として北海道で問題となっているエキノコックス（多包

条虫）の生活環と関連して、本研究では齧歯類と食虫類の条虫類について

野外調査を行なった。

  道内6地域の齧歯類6種と食虫類2種、計1，251頭から、日本で初報告の

Taenia mustelaeとParuterina sp．を含め、7種の肝臓寄生性条虫（幼
虫）を検出した。また、道内6地域の智歯類6種、計624頭から、新種
Andrya apodemi、日本で初報告のRaillie t，ina   co reensisを含む11種の

消化管寄生性条虫（成虫）を検出した。

  さらに中間宿主体内での競合が予想される、多包条虫と近縁の肝臓寄生

性 条 虫 の 生 活 環 と 種 内 変 異 に っ い て 、 実 験 的 研 究 を 行な っ た。
  三・ mustelaeを分離し、その生活環を明らかにするための実験モデルを

確立し′こ。エゾヤチネズミでぱ虫卵投与25日後に終宿主へ感染可能な成熟

幼虫が回収され、これをミンクに経口投与することにより16日後に受胎片

節排出がみられた。免疫抑制処置を行なった実験小動物に肝臓寄生性条虫

幼虫の経口投与をし、成虫の回収を試みたところ、T・ mustelae幼虫投与
ゴールデンハムスターとスすネズミから3日目に虫体が回収され、体表に

片 節 形 成 が 認 めら れた 。 エゾ ヤ チネ ズ ミか ら分 離 され 、 従来 T．

taeniaefo rmisとされていた株tま、ドブネズミ分離株とtま感染性と形態に

おいて異なり、三． taeniaeformisの亜種またtま別種の可能性のあること

を示した。さらに、従来抵抗性とされていたドブネズミから多包条虫を分

離した。この株の実験感染を行なったところ、形態と感染性に関しては他

の 動 物 か ら 分 離 さ れ た 株 と の 異 同 の な い こ と を 明ら か にし た 。
  これらの成果は、北海道産小哺乳類の条虫相を明らかにし、北方圏で問

題となっている多包虫症と、その近縁種の分類学・生態学的新知見をもた
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らし、今後の同領域の進展に資するところが大きい。よって審査員一同は、
巌城隆氏がt専士（獣医学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認めた。


